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論 文 内 容 の 要 旨 
 一般に圧縮場である堆積盆地は、しばしば逆断層系の発達によって形成された基盤構造を有し、これらの構
造を明らかにすることが場の形成過程や防災・環境を考える上で必要となっている。その際の有力な手法の一
つとして重力解析がある。これまでの重力解析においては、逆断層が存在する地表では各地点から見て一意な
深度を持たないこと、およびモデルを作成する際に入力パラメタの設定が煩雑であることにより、逆断層を含
む基盤構造の解析例はなかった。そこで本研究では、逆断層構造を含む基盤構造を計算する際にオーバーハン
グする断層面を表現する方法を開発し、この計算をするプログラムを作成した。さらに、本研究で示した手法
を用いることで断層の傾斜・落差パラメタを決め、DEMデータを利用することによってパラメタ設定の簡素化
を図った。 
 堆積層にオーバーハングする断層面を表現する方法として、上面が傾斜した半無限長三角柱の集合として基
盤構造を表し、三角柱の配置を工夫することによって逆断層での計算を可能にした。また、煩雑な入力パラメ
タの設定を不要にするため、広く使用されているDEMデータをそのまま利用できる形でプログラムを作成した。
その結果、逆断層構造でも重力値を簡単に求めることに成功した。 
 一例として、本手法を大阪堆積盆地の基盤構造解析に適用した。大阪堆積盆地はこれまで多くの物理的探査
が行われてきており、重力解析による基盤構造モデルも明らかにされている。しかしながら、上町断層や生駒
断層などの逆断層付近では理論重力値と実測値との間に不一致が見られ、その原因の一つとして解析時には逆
断層構造を採用しなかったことが挙げられている。そこで、本研究で示した手法を大阪中央部に適用した結果、
上町断層付近でも理論重力値と実測値がよく一致した。 
 以上により、本研究で開発した手法は逆断層を含む基盤構造解析に有効であることを示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
堆積盆地の基盤構造はしばしば逆断層を主体とした変形構造を伴っている。堆積盆地の構造を明らかにする
ことは盆地の形成過程や地域の防災・環境を考える上で不可欠となっている。重力解析は地下構造を解析する
強力な手法の一つであるが、逆断層を伴う岩体の境界面深度が一意的でないことから、モデル作成時の入力パ
ラメタの設定が著しく煩雑となり、既往の重力解析にはその例がない。本論文はこの問題を解決するための新
しい手法について論じたものである。 
本論文では、まず逆断層構造を含む基盤構造の計算に必要な、オーバーハングする断層面の表現方法を開発
し、次にその計算プログラムを作成した。さらに、提示した手法を用いて断層の傾斜と落差パラメタを決める
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際、DEM (digital elevation map)のデータを利用することによってパラメタ設定が格段に簡素化できることを
示した。逆断層によってオーバーハングした被覆岩体を表現する際、その下の基盤構造を上面が傾斜した半無
限長三角柱の集合として表し、三角柱の配置を工夫することによって重力値の計算を可能にした。また、煩雑
な入力パラメタの設定を不要にするため、広く使用されているDEMデータを直接利用できるようなプログラム
を開発した。その結果、逆断層を含む複雑な地下構造モデルであっても、その理論重力値を簡単に求められる
ようになった。 
本論文には提案した手法による大阪堆積盆地の基盤構造解析への適用例を示している。この地域はこれまで
種々の物理的探査が行われてきており、重力解析による基盤構造モデルも明らかにされている。しかしながら、
上町断層や生駒断層などの逆断層付近では理論重力値と実測値との間に不一致が見られ、その原因の一つに逆
断層問題が指摘されていた。本研究で提案された手法を大阪中央部に適用した結果、上町断層付近でも理論重
力値と実測値がよく一致することが示された。 
本研究で提案された手法はこれまで例がなかった逆断層を含む基盤構造解析を簡単に行えるようにした点で
独創的である。提案された方法は重力探査法を活用していく上で極めて有効であり、地球科学の発展に大きく
貢献するものと期待できる。よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するのに値すると審査した。 
 
